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論 も多くの粗い近似を使用 している｡ 液体の臨界点近傍での過渡現象で揺ぎがTDGI｣
型のスケーリングに従がうか,液体の動的スケーリングに従がうかは今後の実験,理論
両面の進展に持たねばならない｡詳細は文献 5) を参照されたい｡
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